
曜日 木曜日

時限 1.2限

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校 小テスト５点

2 登校 小テスト５点

3 登校 小テスト５点

4 登校

5 登校 小テスト５点

6 登校

7 登校 中間テスト２０点

8 登校

9 登校 小テスト５点

10 登校

11 登校

12 登校 小テスト５点

13 登校

14 登校 定期テスト５０点

15 登校

　【使用教科書・教材・参考書】

アレンジウィッグ　クランプ　ピン類　　タオル　コーム類　ゴム類　ブラシ　トップ　アイロン

準備学習
時間外学習 インスタやネットでアレンジスタイルを研究しよう。

評価方法

身の回りの整理整頓や心構え、現場で求められる技術とタイムを総合的に評価します。
♢出席：出席率80％以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)
♢合否：60点以上で合格(A：100～90　B：89～80　C：79～70　D：69～60)
 否(E：評価資格喪失　F：59～0)
実習や習熟度が測れないものはS・U評価

受講生への
メッセージ

基礎が目標タイムでできるとアレンジスタイルを作るにも最短時間で作ることができます。できるようになった技術
が増えたなら、次はタイムを意識しましょう。喜んでいただけるよう技術を高めていきましょう！

シニヨンスタイルフィードバック

二つ編み込みとピン打ちを使ったスタイルタイムアップ

アイロンとピンうちスタイル（ハーフアップ）タイムアップ

テクニックを入れ込んだスタイルデッサンと練習

テクニックを使ったスタイル中間テスト

フィッシュボーンや四つ編み

玉ねぎスタイル（ゴム隠し）

トップの作り方と使い方

トップの作り方、使い方復習

シニヨンバリエーション

シニヨンスタイル

シニヨンスタイル（定期テスト）30分

ピニング基礎技術タイムアップ

教員 今村
【教員実務

経験】
美容室サロンワーク　ヘアメイクアップアーティスト　美容師国家試験実技講師

【到達目標】 現場で技術を求められた際、目標タイム内で作業できるように各技術を向上させよう

　【授業の学習内容】

現場でヘアメイクをする際、時間とクオリティは切っても切れない関係にあります。クライアントから求められた時間内である一定の技術を再現できるようテ
クニックを磨きましょう。

授業計画・内容

アイロンテクニック

編み込みテクニックタイムアップ（表と裏）

2
60

2024年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 美容総合技術Ⅲ(ヘアアレンジ)
必修
選択

必須 年次 1 開講区分 2セメスター(後期）

学科・専攻 美容師科・サロン専攻
授業
形態

実習
単位
時間


